
 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＴＥＸによるｄｅｆｏｃｕｓ補正（ｃｏｒｒｅｃｔ）の注意点 
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概要 

 ＭＴＥＸでは、バックグランドやｄｅｆｃｏｕｓ補正を行う場合、ｃｏｒｅｃｔ（）関数がある。 

   バックグランドは、ｃｏｒｒｅｃｔ（ｐｆ，‘ｂｇ’，ｂｇ＿ｐｆ） 

   ｄｅｆｏｃｕｓは、ｃｏｒｒｅｃｔ（ｐｆ，‘ｄｅｆ’，ｄｅｆ＿ｐｆ）    

   この関数は極点図として扱っている。 

   本来、バックグランドやｄｅｆｏｃｕｓは極点図を（α、β）とした場合 

   αの関数であって、統計変動を考えなければ、バックグランドはβ方向の最小値 

   ｄｅｆｏｃｕｓは、β方向の平均値と考えられるが、ＭＴＥＸでは、（α、β）として扱っている。 

   例えば、ｄｅｆｏｃｕｓを考えた場合、外周部分は０．５に１点０．１とした場合 

   右をｄｅｆｏｃｕｓ補正すると 

  

  

 

 



バックグランドも同様 

右がバックグランドとすると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



対策 

バックグランドとｄｅｆｏｃｕｓが極点図として測定されている場合 

バックグランドは 

 ファイル名を１１１＿ｔｘｔ．ＡＳＣと１１１＿ｔｘｔＢＧ１．ＡＳＣに変更 

 バックグランドファイルをＢＧ１で指定しています。 

  

 

  

 α毎にβ方向の最小値をバックグランドとして登録します。 



ｄｅｆｏｃｕｓ対策 

ＭＴＥＸ向けＡＳＣファイル作成時、Ｆｉｂｅｒ指定で平均値が計算されます。 
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